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ＦＴＴＨ⾦沢トライアルの成果報告について

 ⽇本電信電話株式会社（以下 ＮＴＴ、本社︓東京都千代⽥区、代表取締役
社⻑︓宮津純⼀郎）、⻄⽇本電信電話株式会社（以下 ＮＴＴ⻄⽇本、本社︓
⼤阪市中央区、代表取締役社⻑︓浅⽥和男）、松下電器産業株式会社（以下
松下電器、本社︓⼤阪府⾨真市、代表取締役社⻑︓ ）、松下通信⼯
業株式会社（以下 松下通信、本社︓神奈川県横浜市、代表取締役社⻑︓桂靖
雄）、北陸松下ライフエレクトロニクス株式会社（以下 北陸松下ＬＥＣ、本
社︓⽯川県⽯川郡野々市町、代表取締役社⻑︓福薗隆雄）の５社は、昨年５
⽉からＦＴＴＨ⾦沢トライアル実験を⾏ってきましたが、トライアル参加者
やコンテンツ提供者の多⼤なご協⼒を頂き、種々成果を確認し、本年６⽉末
⽇にて終了いたしました。

主な成果は以下の通りです。
 ○幾つかの有望なビジネスモデルを開拓し、ビジネス成⽴のための市場環境
やサービス条件の 知⾒獲得

 ○コンテンツ利⽤、サービス構築に関するノウハウを蓄積
 ○トラヒック特性の異なる条件下で光ネットワークの特性を評価
・ユーザアンケートでの体感速度は好評

 ○ホームゲートウェイ製品化の課題抽出とそれを利⽤した新しいビジネスモ
デルの開拓

１． トライアルの概要

 光ネットワークと情報家電を使った地域情報流通ビジネスの検証を主⽬的
としたＦＴＴＨ⾦沢トライアルは、光ネットワークサービスであるワイドＬ
ＡＮサービス４１回線（ＳＯＨＯ︓２７回線、集合住宅︓５回線、街頭端
末︓２回線、公共機関︓２回線、実験⽤拠点︓５回線）を使い、約１２０世



帯の⽅々にご参加頂きました（別紙１）。参加ユーザは⾼速な光ネットワー
クを利⽤することで、トライアルサイト（サイト名︓ひかりチャンネル）上
の⼤容量コンテンツを快適に受信できると共に、ユーザ⾃⾝が作成したコン
テンツを発信することが可能でした。コンテンツ数はユーザが構築したもの
を含めて４０を超えていますが、エンターテイメントから⽣活に密着した情
報まで幅広く網羅することで、コンテンツに対するユーザニーズやコンテン
ツ毎のビジネスモデルを検証、評価しました（別紙２）。また、異なるトラ
ヒック条件下でネットワークの特性を評価しました。さらに、⼀部の参加者
には、ご家庭にあるテレビを通してトライアルサイトやインターネットにア
クセスできる実験⽤のホームゲートウェイを無料でご利⽤頂き、機能や操作
性を調査しました。
 今回の取組みの特徴は、参加ユーザに情報発信の環境を提供することで、
ユーザ⾃⾝がコンテンツを作成したり、ユーザ⾃⾝がビジネスモデルを検証
するといった、ユーザ参加型のトライアルを試みたことです。ＮＴＴグルー
プ及び松下グループはユーザの活動⽀援を通し、ユーザの視点に⽴った検
証、評価を進めることができました。

２． トライアルの成果

 トライアルの取組みを通して、幾つかの有望なビジネスモデルを開拓しま
した。本トライアルの最⼤の成果は、これらの活動を通じて、ビジネスが成
⽴するための市場環境やサービス条件、サービス構築の課題等に関する知⾒
を得ることができたことです。
 ・ 企業間の通信(B2B)は、地⽅都市でも既に市場は成熟しビジネスとして

成⽴しています。本トライアルにおいてもコンテンツ販売や印刷・製版
業での⼤容量データ送受信など、参加ユーザの実際のビジネス上で成り
⽴っています。参加ユーザからも「⼀度使ったら、メタリックの時代に
戻れない」等（別紙３）の声を多数頂くほどの⼤きなインパクトを与え
るものでした。

 ・ 企業と消費者を結ぶ通信(B2C)は成⻑中の市場であり、映像や⾳楽配
信、ネット販売などＳＯＨＯユーザのビジネスに⾮常に有効なもので
す。本トライアルでも⾳楽ライブ中継や動画広告配信等を実施し、今後
さらに発展する可能性のあるものを⾒出せました。特に、バスの現在地
をリアルタイムで表⽰する「バスドコ」は既に実際のビジネスに結び付
いております。

 ・ 消費者と消費者を結ぶ通信(C2C)は、潜在的な市場規模が最も⼤きく、
将来の情報流通ビジネスの主役になるであるとの期待があります。そこ
でトライアルでは多くのサービスを試⾏しましたが、期間中にキラーサ
ービスを⾒出すには⾄りませんでした。
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 また、コンテンツ配信については、ライブ中継や映画のダウンロードなど
を実施し、⼤容量コンテンツでトラヒック特性の異なる条件下で光ネットワ
ークの特性を評価、検証し、また併せて速度に関するユーザ満⾜度調査を実
施し、概ね好評を得ることができました。さらに、コンテンツ利⽤に関する
ノウハウを蓄積できました。例えば、費⽤対効果を⼤きくする地元放送局の
放送素材の２次利⽤を試み、コンテンツ内容によってビジネス成⽴の成否が
分かれることを確認できました。
 検証⽤として多くの機能を具備したホームゲートウェイについては、本体
のコンパクト化と操作性の向上が必須であるとの結果を得ると共に、著作権
保護機能を活かした映画や⾳楽配信といったサービスを開拓し、新しいマー
ケットの可能性を確認することができました。本トライアルを通じて、光ネ
ットワーク⽤の情報家電端末としてのニーズが⾮常に⼤きいことが分かり、
得られた課題を解決し商品化に繋げていきたいと考えています。

３． トライアルの波及効果

 ⾦沢市域が情報化推進に積極的な⼟地柄であることに加え、本トライアル
の実施により光化の普及促進が⼀気に加速しました。トライアルの参加者で
もある⾦沢⼯業⼤学では、⼤学と学⽣マンションを数百回線のワイドＬＡＮ
サービスで接続し、学⽣が⾼速ネットワークを利⽤し⼤学やインターネット
へ接続ができる環境を整えました。また、⾦沢市内にある竪町商店街では、
光を使った情報受発信の拠点として新たな魅⼒作りに取り組んでおります。

 また、⼤半の参加ユーザからの継続希望に応え、ＮＴＴと松下の関連会社
が⾦沢において地域情報サービスの発展に寄与します。
 今後のブロードバンド通信時代に向け、光ネットワークや光サービスの需
要拡⼤を促進させ、地域情報流通マーケットを切り拓き、ＮＴＴグループ、
松下グループの新しい事業分野を開拓していくため、本トライアルの成果を
活かしていきたいと考えております。

・（別紙１）トライアル概要 
・（別紙２）提供コンテンツ⼀覧 
・（別紙３）参加者の声 

本件に関する問い合わせ先
  ＮＴＴ情報流通基盤総合研究所

企画部広報担当 倉嶋、佐野、池⽥
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Tel︓0422-59-3663
koho@mail.rdc.ntt.co.jp

  ＮＴＴ⻄⽇本サービス開発部
⽮野

Tel︓06-4793-5831

  松下電器コーポレートコミュニケーション本部
広報グループ 津村

Tel︓03-3436-2621

  松下通信
広報部 遠⽥

Tel︓03-3438-9203
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